
資料１ Mt.Rainier 登頂ルートについて   （大塚） 

 アメリカ合衆国大平洋岸北端に位置するレニア山(14,410ft、4,366m)はその風光の明媚さとアプロー

チの便利さによって多くの観光客や登山者、トレッカーを引きつけている。そのうち、登山目的で入山

する人は年間約１万人、登頂率は 50%程度である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レニア山は独立峰であるから登山ルートは山の 

全周に分布し、４登山口・１０方面ルートからな 

るが、個別ルートで見れば合計で４０近くのルー 

トを数える。難易度は異なるが、全てのルートが 

氷河ルートであり、その中には岩稜帯を通過する 

ルートもある。 

このうち、シアトル国際空港からのアプローチ 

が比較的近く、また登山口が一番山頂に近い登山 

口を選ぶと、南側の「パラダイス」登山口となる。 

「パラダイス」から登るルート(方面ルート)には 

４方面ルートがあり、このうち一番ポピュラーな 

のが、収容人員が一番多いキャンプ・ミュアをハイ・キャンプとして登る「キャンプ・ミュア ルート」

である。「キャンプ・ミュア ルート」には７ツの主要ルートがあり、グレードは“NCCS”（*1）でⅡま

たはⅢ。そのうちⅡのルートには下記の４ルートがある。この４ルートの諸元は下表のとおりである。 

# ルート 獲得高度 ft 日数 days 適期 

１ Disappointment Cleaver 9,000 2～3 ６月以降 

２ Ingraham Glacier Direct 9,000 2～3 ４～５月 

３ Gibraltar Ledges 9,000 2～3 冬期(12～6 月)

４ Gibraltar Chute 9,000 2～3 冬期(12～6 月)

（注*1）このグレードは NCCS(The National Climbing Classification System)で設定されたもので、アメリカでのア

ルパインクライミングに使われている。グレードを評価する要素は「登攀に掛かる時間」と「技術的難易度」

であり、これらの標準は熟達者のレベルを基準としている。Ⅱは「困難な氷雪や岩場の部分が半日以上程度

続き、技術的に多少困難な部分を含む」と定義され、Ⅲは「困難な氷雪や岩場の部分が１日程度続き、技術

的に困難な部分を含む」と定義されている。グレードはⅠ(最容易)からⅥ（最困難）までが設定されている。  

（ⅰ）  



以下に、パラダイス登山口からのルート図、及びキャンプ・ミュアからのルート図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ⅱ) 



さて、我々はメンバーの技術力・体力、及び遠征時期と遠征期間などの制約から、上表のうち#1 と

#2(Disappointment Cleaver 及び Ingraham Glacier Direct)に限ってそのルート状況及び登頂の可能性

を検討した。それぞれのルートの特徴と検討結果は以下のとおりであった。なお、この２ルートはレニ

ア山の登山ルートの中で最もポピュラーなルートであり、年間約６千人以上が入山している。 

 

（１）#1＝Disappointment Cleaver  ルート 

  ①非常に展望の良いルートである。“Disappointment Cleaver”は、さしずめ日本では積雪期・ 

残雪期の「偽ザイテングラート」とでも訳すべきものであろうか。 

②多くの入山者がいるルートなので、シーズン中はトレースがある（ただし、降雪直後や氷河の 

移動、セラックの崩壊などによってトレースは不明になることがあるので要注意）。 

③登山者の行列ができていることも多く、それだけに“秘境的な”ものを期待してはいけない。

④このルートの登山口から頂上までの獲得高度は 9,000 フィート(約 2,700m) 

⑤登山所要時間は、登山口から山頂までの往復で 2～3 日間、キャンプ・ミュアから山頂までの

登攀に 6～8時間、山頂からキャンプ・ミュアまでの下山に 3～4時間。 

⑥ハイ・キャプの場所は、キャンプ・ミュアまたは Ingraham Flats が可能。 

⑦ルートは崖錐、氷結した岩場、雪で覆われた氷河を通過する。 

  ⑧ルート上では、氷河上ではセラックからの氷塊落下、スノーブリッジの崩壊、岩稜帯では落石 

に注意が必要。特にロープを出す岩稜帯下部では、氷結が弛む昼間には先行者の足やロープが 

落石を惹起するので、一層の注意が必要となる。 

   ⑨このルートは、次項の Ingraham Glacier Direct ルート上の雪が解けてルートが不明瞭になる 

    6 月、7月になると、Ingraham Glacier Direct ルートからこちらのルートが恣意的に選択され 

るようになるので、入山者が多くなる。 

  

（２）#2＝Ingraham Glacier Direct ルート 

       上記(1) Disappointment Cleaver ルートと②～⑥は同様であるが、Disappointment Cleaver 

ルート cleaver(岩稜帯)に入る箇所と岩稜帯先端部での雪崩の危険を避けるために Ingraham  

Glacier を直登するルートである。このルートは前者に比べて登山距離も短い。しかし、Ingraham 

 Flats 上部の下部アイスフォールでは崩壊ブロックの落下に注意が必要である。 

 このルートはシーズン初期（4～5月頃）に人気が高い。上述したように、このルートは 6、7 

月になると融雪のためにルートが不明瞭になるので、余り使われなくなり次第に Disappointment  

Cleaver ルートが選択されるようになる。 

    

    なお、登山に要する期間や標準ルートタイムは上述のとおりであるが、これは米国の屈強な若 

者&熟達者を基準としているので、登山計画策定に当っては体力・技術力・年齢などによって余 

裕を持った日程を策定する必要があることは言うまでもない。また、山頂の標高が 4,400m に近 

いことから高度順応の日程も必要になる。 

 

 以下に上述２ルートのルート詳細図を掲げておく。 

 

（ⅲ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考までにこれら２ルートの詳細ガイドを次ページ以降に添付する。 

      (出典：Mike Gauthier. Mount Rainier ～A Climbing Guide～. 2nd.ed. 

Seattle: The Mountaineers Books 2005、上記ルート図版も同書より引用) 
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                                      以上 

（ⅷ） 


